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　こちら町長室×成人式　

新たな門出を祝う
　
1
月
10
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で

大
任
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、
41
人
（
男

性
19
人
、
女
性
22
人
）
の
新
成
人
が
式

典
に
参
加
し
ま
し
た
。
華
や
か
な
衣
装

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、
懐
か

し
い
友
人
や
恩
師
た
ち
と
の
再
会
に
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
前
に
中
学
校
時
代
の
懐
か
し
い

写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る

と
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
原
町
長
が
祝
辞
を
述

べ
る
と
、
新
成
人
を
代
表
し
て
舞
野
香

織
さ
ん
が
記
念
品
を
受
け
取
り
、
加
藤

誠
哉
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
軽
食
が
用
意
さ
れ
、
新

成
人
た
ち
は
食
事
を
し
な
が
ら
、
昔
話

に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
お
互
い
に
記
念

写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

１懐かしい友との再会に笑顔の新成人たち　２記念品を受け取る舞
まいの

野香
かおり

織さん　３謝辞を述べた加
かとう

藤誠
せいや

哉さん

３ ２ １

平成 28 年  大任町成人式
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寒
さ
が
厳
し
い
折
、
皆
さ
ん

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
こ
ち
ら
町
長
室
で
は
、

新
成
人
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
成
人
の
日
と
い
う

事
で
、
今
日
を
境
に
大
人
の
仲

間
入
り
を
果
た
し
て
い
く
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
任
町
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
成
人
の
皆
さ

ん
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

二
十
歳
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
責
任
、
そ
し
て
権
利
も
生

ま
れ
て
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
形

の
中
で
社
会
の
一
員
と
し
て
多
く

の
事
に
参
画
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
大
任
町
で
は
、
皆
さ
ん
の

先
輩
方
が
、
こ
の
ふ
る
さ
と
大

任
町
を
住
み
た
い
町
、
そ
し
て
ま

た
住
ん
で
良
か
っ
た
町
に
し
よ
う

と
い
う
事
で
多
く
の
施
策
を
講

じ
な
が
ら
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

中
心
に
、
そ
し
て
ま
た
道
の
駅
を

核
と
し
た
地
域
お
こ
し
や
大
任

町
の
特
産
品
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
努

力
を
し
て
い
ま
す
。お
か
げ
で
今
、

福
岡
県
で
は
大
任
町
は
本
当
に

素
晴
ら
し
い
町
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
働
い
て
い
る
人
や
就
職
活
動

を
し
て
い
る
人
、
学
校
で
勉
強
し

て
い
る
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
誇

り
を
持
っ
て
我
が
ふ
る
さ
と
大

任
町
を
名
乗
っ
て
宣
伝
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

今
我
々
が
し
て
い
る
、
こ
の
地
域

の
活
性
化
に
向
け
て
、
新
成
人
・

社
会
人
と
し
て
参
画
し
、
大
任

町
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
は
、
今
日
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
目
標
を
持
っ
て
社
会
人

と
し
て
活
躍
を
し
て
い
く
わ
け

で
が
、
こ
れ
か
ら
結
婚
を
し
、
ま

た
家
族
を
持
っ
て
社
会
に
貢
献

す
る
と
い
う
道
が
あ
り
ま
す
。
現

在
の
社
会
情
勢
を
見
ま
す
と
非

常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
日
本
で
は
人
口
減
少

社
会
と
い
う
こ
と
で
、
大
任
町
の

よ
う
な
過
疎
地
域
か
ら
ど
ん
ど

ん
人
口
が
減
少
し
、
都
市
部
へ

と
人
口
が
移
り
過
疎
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
皆
さ
ん
も

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
社
会

の
情
勢
を
十
分
に
把
握
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
社
会
や

地
域
に
貢
献
す
る
よ
う
な
人
材

と
し
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
行
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
人
口
減
少
社
会
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に

関
わ
っ
て
い
く
か
を
し
っ
か
り

勉
強
し
、
大
き
な
目
標
を
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
標
を
た
て
、
そ
し
て
努
力
し
、

頑
張
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
の
道
が
大
き
く
ひ
ら

い
て
く
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
そ

の
若
さ
と
無
限
の
可
能
性
に
向

か
っ
て
大
き
な
目
標
を
も
ち
、
将

来
は
大
任
町
を
担
っ
て
い
く
人

材
と
し
て
大
き
く
育
っ
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
大
任
町
を

ど
ん
ど
ん
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
を
心
か
ら
お
願
い
し
、
皆
さ
ん

が
健
康
で
、
さ
ら
に
活
躍
す
る

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
今

日
の
成
人
の
お
祝
い
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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田川税務署からのお知らせ
◎確定申告は便利な e-Taxで
　確定申告書の作成は便利な国税庁
ホームページ（www.nta.go.jp）の中
の「確定申告書等作成コーナー」を
利用して、e-Tax または、郵送
で田川税務署に提出してください。
※郵送の場合、氏名右横に、印鑑を忘れずに押
してください。
郵送先 ⇒ 〒825-0016
　　　　  田川市新町 11 番 55 号　田川税務署

◎復興特別所得税の記載もれに注意
　平成 25 年分から 49 年分まで復興特別所得税

（原則としてその年分の所得税額の 2.1％）を所
得税と併せて申告・納付することになっていま
す。手書きで申告書を作成される際は、「復興
特別所得税」欄の記載もれがないようにご注意
ください。
　還付申告書を提出される場合も、「復興特別
所得税」欄の記載が必要となります。
問田川税務署　☎44・0430

の申告が
始まります

　平成27年分所得税と平成28年度町県民税の申告時期に
なりました。期間内での申告をお願いします。

問役場税務課　63・3002
問田川税務署　44・0430

❖申告は３月15日まで
　平成28年１月１日現在で、大任町に居住している人
が対象となります。収入の有無にかかわらず申告をお
願いします。
　※国民健康保険に加入している人や町営住宅に入居
している人は、申告をしないと保険料や家賃の算定が
できません。必ず申告をしてください。

❖申告の必要がない人
◆給与収入のみの人
　一カ所からの給与収入のみで、年末調整の内容に変更
がない人。
◆年金収入のみの人
　年金収入金額が 148 万円（65 歳未満は 98 万円）以下で
ある人。

〈役場での通常の受付期間〉
とき ところ

２月16日火 ～３月15日火（土･日は除く）

９時30分～ 16 時
役場１階 多目的ホール

（収入のない人は税務課窓口で受付）

〈役場での休日の受付日〉
とき ところ

３月６日日 ９時30分 ～ 16 時 役場１階 多目的ホール

① �印かん
② �平成 27 年中の収入を証明するもの（給与・年金の源泉徴

収票、そのほか収入のわかるもの）
③� 農業所得のある人は、収入金額が分かる書類や通帳、必要経費

の領収書など
④� 平成 27 年中の保険料の支払証明書（国民年金保険料や生命保険料、地

震保険料の控除証明書など）
⑤� 障害者控除のある人は、身体障害者手帳など
�⑥ 医療費控除のある人は、病院・薬局の領収書
⑦ �所得税の還付申告をする人は、本人名義の通帳または口座番号のわかるもの
⑧� その他控除に必要な書類（雑損控除、住宅借入金等特別控除など）

申告に必要なもの

〈農業所得収支内訳書の作成受付〉
とき ところ

２月17日水 ～２月18日木
９時～ 15 時

田川農協大任支所

❖ 医療費控除
　１年間の医療費が 10 万円または所得
の５％を超えたら医療費控除を受けられ
ます。
◆�本人と家族のために平成 27 年中に支

払った医療費が、10 万円または所得
の５％のいずれか低い方を超えた場合
は、その超えた金額について医療費控
除を受けられます。

◆�医療費控除は家族の分を合算して計算できます（控除
を受けられるのはどなたか１人です）。

◆�医療機関、薬局などのほかに、ドラッグストアなどで
購入した医薬品代も対象となります。

◆�医師が発行した「おむつ使用証明書」があれば、治療
に必要なおむつ代も対象となります。

【手続きに必要な書類】▲

�医療機関、薬局、ドラッグストアなどの領収書
※�領収書は個人ごと、医療機関ごとにわけ、それぞれ集

計していただくようお願いします。

❖ふるさと納税
　平成 27 年中にふるさと納税をされた人は、寄附金控
除が受けられます。

【手続きに必要な書類】▲

寄附金受領証明書
※「平成 27 年寄附分 市町村民税、
道府県民税 寄附金税額控除に
係る申告特例申請書」を提
出された人（いわゆるワン
ストップ特例制度を利用
した人）は、申告の必要はあ

❖農業所得者受付
　農業所得のある人で収支内訳書（農業所得用）の作成を
希望する人は、下記の日程で作成を行います。この日程以
外は役場税務課で受け付けますが、作成に時間が
かかることがあります。できるだけ下記日程
での作成にご協力をお願いします。
※27年中の農業所得に係る収支が分かる
通帳、農協での購買履歴、その他領収書な
どを持参してください。

〈田川税務署での受付期間〉
とき ところ

２月16日火 ～３月15日火（土･日は除く）

平日 ９時～ 16 時

たがわ情報センター（旧田川東高校跡地）
「田川市番田町２ー１」

※期間中は税務署での相談は行いません。

りません。
※ワンストップ特例制度の申請書を提出していても、医
療費控除などのために確定申告をする場合は、寄附金控
除の手続きが必要ですので、寄附金受領証明書を持参の
うえ申告ください。

税
月　  日火～　 月　　日火
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　12 月 16 日、大任小学校で租税教室を実施。役場税務
課職員が６年生の児童を対象にいろいろな税についての授
業を行いました。
　授業は、税が何に使われているか何に役立っているのか
などを児童に問いかけながらクイズ形式で進められていま
した。学校の机やイス、救急車やパトカーなどにも税金が
使われていることを話すと、身近な話に児童たちは関心を
持ち、有意義な時間となったようでした。

身近な税について学びました
大任小学校で租税教室を開催

　12 月 23 日、道の駅おおとう桜街道でクリスマスコン
サートが開催されました。毎年恒例となったこのコンサー
トに多くの人が訪れ冬の演奏会を楽しみました。
　透明感あふれる音色を奏でたピアノ、フルートやバイオ
リン演奏。パワフルな歌声も披露しました。大任町在住の
小学生もピアノ演奏を披露し、コンサートに訪れた来場者
からは、演奏を終えた出演者たちに盛大な拍手が送られて
いました。

聖なる日の演奏会
道の駅でクリスマスコンサートを開催

▼たくさんの人がコンサートに訪れ大盛況でした

▲公園や図書館など公共施設などにも税金が使われています

　出初式で行われた各種表彰は次のとおりです。
【敬称略】
【福岡県知事感謝状】
▶永年勤続
近藤 博之（第３分団 班長）

【日本消防協会長表彰】
▶功績章
佐々木 正憲（本部 団長）
▶勤続章
桑野 敏朗（本部 部長）

【福岡県消防協会長表彰】
▶永年勤続表彰
◉30年 安武 秀樹（第３分団 部長）
◉25年 浦野 孝広（第４分団 部長）、西藤 嘉弘（第４分団 
部長）
◉20年 近藤 博之（第３分団 班長）
◉15年 奥永 一彦（第２分団 副部長）、清水 敏幸（第２分
団 班長）、岩口 雅和（第４分団 団員）
◉10年 中村 義廣（第１分団 班長）、宮本 政司（第２分団 
班長）、安武 大樹（第３分団 班長）、村上 英樹（第３分団 
班長）、岩本 伸也（第３分団 班長）、髙橋 真治（第３分団 
団員）、浦野 大樹（第３分団 団員）、永岡 義幸（第４分団 
班長）
▶優良団員表彰
坂本 銀次（第１分団 団員）、東田 親博（第２分団 団員）、
奥永 誉士夫（第２分団 団員）、坂本 将隆（第３分団 団員）、
有吉 靖弘（第４分団 団員）、安方 勇太（第４分団 団員）、
浦野 幸藏（第４分団 団員）
▶兄弟表彰
次谷 勇龍・勝樹（第１分団 団員）、有吉 靖弘・辰巳（第４
分団 団員）

【田川郡消防支部連合会長表彰】
▶優良団員表彰
高木 恵二（第２分団 副部長）、柳瀬 敦（第３分団 副部長）、
永原 太（第４分団 副部長）

▼車両に不備がないか機械器具の点検を行います

▼各分団の人員・姿勢・服装に乱れがないか点検を行います

▼第３分団によるポンプ操法、左から柳瀬敦、原田秀幸、楠木剛、村上英樹▼本部から第４分団まである大任町消防団

▲ゴミ拾いを終えすがすがしい表情の田川ホークスの選手たち

　12月26日、田川ホークスが球場内の清掃と球場周辺の
駐車場やランニングコースのゴミ拾いを行いました。
　年内の球場での練習最終日、毎年恒例で行っているゴミ
拾い。今年は14袋約80㎏のゴミを拾いました。選手の小
林冬依君（灰ノ木）は「ゴミ拾いをして街がきれいになり自
分の心もすっきりした気分になりました。これからもチー
ムのみんなと野球を楽しみながら頑張ります」と笑顔で
語ってくれました。

感謝を表す清掃活動
田川ホークスが清掃活動を実施

▼トロフィーを手に笑顔の選手たち

　12月20日、香春町町民体育館で行われた第５回フレッシュ
カップに大任ジュニアが出場しました。一試合目は新宮チー
ム、二試合目永犬丸西と戦い勝利。決勝戦で石丸ミッキーズ
に勝利し、見事優勝を勝ち取りました。
　キャプテンの田中柚穂さんは「とてもうれしかったです。わ
たしたちは、毎週火・木曜日 18 時から、土曜日 14 時から B
＆ G で練習をしています。一緒にバレーを楽しんでみません
か。興味のある人は見学に来てください」と話していました。

日々の練習が実を結ぶ
大任ジュニアが優勝
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Information
おおとうマラソン参加者大募集
４月３日日開催 申込み期限は２月29日月

　町では、４月３日日に開催される「第
26 回 花としじみの里 おおとうマラソ
ン」の参加者を募集します。大勢で桜吹
雪が舞う春のさくら街道を駆け抜けてみ
ませんか。
　参加申込書は、役場や道の駅、レイン
ボーホールなどに置いています。また、
参加希望者には申込書を郵送します。
■名称　第 26 回 花としじみの里

おおとうマラソン
■とき　４月３日日【雨天決行】
■ところ　大任町Ｂ＆Ｇ海洋センター
■コース　町道大任中央線（さくら街道）
■種目〔スタート時刻〕
　▶２㎞〔10：00 ～〕【時間差スタート】
　▶５㎞〔10：25 ～〕
　▶10㎞〔10：35 ～〕
■参加料
　▶一般　　　3,000 円
　▶高校生　　1,000 円
　▶中学生以下　　無料
※�申し込み後は、参加料の返金はできま
せん。あらかじめご了承ください

■申し込み方法
　高校生・一般の参加者は、郵便振替払
込取扱票に必要事項を記入の上、参加料
を添えて郵便局で申し込んでください。
入金確認後にゼッケン引換券を郵送しま
す。中学生以下の参加者は、郵便振替払
込取扱票に必要事項を記入の上、封筒に
入れて事務局まで送ってください。受け
付け後、ゼッケン引換券を郵送します。
　また、役場総務企画財政課内のマラソ
ン事務局窓口でも受け付けています。
■申込期限　２月 29 日月 必着
問総務企画財政課 おおとうマラソン事
務局　☎ 63・3000

　華麗なる舞を披露します
　毎年、磨きぬかれた見事な舞を披露して
いる「おどり愛好会発表会」が今年も開催さ
れます。日々の練習の成果をぜひ会場でご
覧ください。
※来場者には粗品をプレゼント
■とき　３月13日日　開演13時～
■ところ　レインボーホール
■入場料　無料

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
　

　
株
式
会
社
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、

福
岡
県
の
年
金
事
務
所
の
管
轄
エ
リ
ア

内
で
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
ご
案

内
や
制
度
説
明
の
た
め
に
電
話
や
文
書

の
発
送
、
ご
自
宅
へ
訪
問
す
る
国
民
年

金
保
険
料
納
付
の
ご
案
内
や
制
度
説
明

の
た
め
に
電
話
や
文
書
の
発
送
、
ご
自

宅
へ
訪
問
す
る
国
民
年
金
保
険
料
の
収

納
事
業
お
よ
び
納
付
案
内
・
勧
奨
事
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

収
納
事
業
（
納
付
督
励
）
の
一
環
と

し
て
、
20
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
あ
る

国
民
年
金
に
お
け
る
国
民
年
金
納
付
免

除
・
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

例
制
度
自
体
の
理
解
も
ま
だ
ま
だ
浸
透

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
制
度
理
解
向
上
に
向
け
た
啓
発
活

動
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
や
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
、
免
除
申
請
、
口
座
振
替
に

関
す
る
手
続
き
の
ご
相
談
は
、
直
方
年

金
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
お
客
様
相
談
室

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

問
株
式
会
社
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
大
阪

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
・
９
６
３
・
７
２
９

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

ふるさと館おおとう・B&G体育館
☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

　

離
婚
や
Ｄ
Ｖ
、
多
重
債
務
な
ど
、
女

性
司
法
書
士
と
人
権
擁
護
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
と
き　
３
月
５
日
㈯　
10
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

立
岩
公
民
館

■
予
約　

問
合
せ
先
と
同
じ（
事
前
予
約

者
優
先
）

※
定
員
の
20
組
に
な
り
次
第
終
了

問
筑
豊
京
築
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
44
・
２
５
３
０

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談
会

　

過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
人
に
は
、
国
か
ら
補
償
金
が
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。（
既
に
亡
く
な
っ
た

人
も
対
象
で
す
）補
償
金
の
申
請
手
続

期
限
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

■
相
談
窓
口

●
公
益
財
団
法
人 

沖
縄
県
ゆ
う
な
協
会

☎
０
９
８
・
８
３
２
・
９
５
２
８

●
法
律
事
務
所

☎
０
９
８
・
９
３
８
・
４
３
８
１

●
厚
生
労
働
省（
難
病
対
策
課
）

☎
03
・
５
２
５
３
・
１
１
１
１

ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　特定最低賃金が改定されました
　福岡県の特定最低賃金が、12 月 10
日から改正されています。特定最低賃金
に該当しない産業は、福岡県最低賃金（１
時間 743 円）が適用されます。
※詳しくはお問合せください。

問福岡県労働局労働基準部賃金課
☎ 092・411・4578

特定最低賃金 改定金額
製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業 881円

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業

837 円

輸送用機械器具製造業 860 円
百貨店、総合スーパー 802 円
自動車（新車）小売業 850 円

　
「
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」の
改
正
に
よ
り
、
離
職
時
な

ど
に
看
護
師
等
免
許
保
持
者
が
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
へ
自
身
の
情
報
を
届
け
出
る

こ
と
が
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
努

免
許
保
持
者
の
届
出
制
度

力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は

看
護
師（
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
）の
復
職
支
援
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
、看
護
職
が
離
職
時
な
ど
に
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
へ
届
出
を
行
う
制
度
で
す
。

■
届
出
内
容　

①
氏
名
、
生
年
月
日
②

電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
そ

の
他
の
連
絡
先
に
係
る
情
報
③
看
護
師

な
ど
の
籍
の
登
録
番
号
お
よ
び
登
録
年

月
日
④（
求
職
中
、
職
業
予
定
な
ど
）就

業
に
係
る
状
況

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー（
公
益
社
団

法
人 

福
岡
県
看
護
協
会
）

☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
２
２
１

　

平
成
27
年
度
の

臨
時
福
祉
給
付
金

の
受
付
は
２
月
29

日
㈪
ま
で
で
す
。

８
月
に
発
送
し
て
い
る
申
請
書
が
届
い

て
い
る
人
で
、
ま
だ
受
付
し
て
い
な
い

人
は
忘
れ
ず
に
受
付
し
ま
し
ょ
う
。

問
住
民
課 

社
会
福
祉
係

☎
63
・
３
０
０
４

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か

　

次
の
通
り
平
成
28
年
度
職
業
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　
３
月
11
日
㈮
ま
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備

え
付
け
て
い
る
「
訓
練
生
募
集
要
項
」

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
４
９
・
62
・
６
４
４
１

問
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

☎
44
・
１
６
７
６

公
共
職
業
訓
練
生
募
集

　田川地区消防本部からのお知らせ

問田川地区消防本部　☎ 44・0650

　

県
内
に
在
所
す
る
県
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
対
象
団
地
、
募
集

戸
数
な
ど
に
つ
い
て
は
募
集
案
内
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

２
月
29
日
㈪
～
３
月
８

日
㈫

■
募
集
案
内　

公
社
管
理
事
務
所
出
張

所
、
県
内
の
各
市
役
所
、
町
村
役
場

問
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

管
理
課

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
予
防

お
よ
び
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的

に
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
実
施
医
療
機

関
で
お
早
め
に
予
約
の
上
、「
被
保
険
者

証
」と「
受
診
票
」を
持
っ
て
受
診
し
て
く

健
康
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

だ
さ
い
。（
自
己
負
担
金
５
０
０
円
が
必

要
で
す
）

※
生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
人
は
対
象
外

■
受
診
期
間　
３
月
31
日
ま
で

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１
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偽
ぎ

痛
つう

風
ふう

について

　
高
齢
者
の
病
気
で
最
近
よ
く
耳
に
す
る
も

の
の
一
つ
と
し
て
偽
痛
風
が
あ
り
ま
す
。

　
症
状
と
し
て
は
突
然
あ
ち
こ
ち
の
関
節
が

痛
み
だ
す
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
痛
み
が
起

こ
る
場
所
と
し
て
は
膝
が
多
い
の
で
す
が
、

他
に
も
手
首
や
足
首
、
股
関
節
や
肘
関
節
な

ど
比
較
的
大
き
な
関
節
に
痛
み
が
起
こ
り
ま

す
。
珍
し
い
も
の
と
し
て
は
首
が
痛
む
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
に
痛
風
の
痛
み
を
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
人
に
こ
の
痛
み
が
起
こ
る
と
、
痛
風

だ
と
勘
違
い
さ
れ
て
受
診
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
こ
の
病
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

痛
風
は
尿
酸
の
結
晶
が
関
節
に
炎
症
を

起
こ
し
、
主
に
足
の
親
指
の
付
け
根
に
骨
折

痛
に
近
い
激
痛
が
起
こ
り
ま
す
が
、
偽
痛
風

の
場
合
は
ピ
ロ
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
呼
ば

れ
る
物
質
の
結
晶
に
よ
っ
て
起
こ
る
関
節
炎

で
す
。

　
こ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
一
種
が
関
節
に
溜
ま

る
こ
と
に
よ
り
発

症
す
る
の
で
す
が
、

人
に
よ
っ
て
は
全

く
痛
み
な
ど
も
出

ず
無
症
状
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
強
い
痛
み
だ

け
で
は
な
く
、
関
節
が
大
き
く
腫
れ
た
り
、

発
赤
や
熱
感
を
伴
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
も
似
た
症

状
が
現
れ
る
た
め
、
診
断
の
難
し
い
病
気
だ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

主
に
60
～
80
才
で
の
発
症
が
多
く
、
ま

ず
は
血
液
検
査
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
撮
影
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
尿
酸
値
に
異
常
が
な

く
、
ま
た
リ
ウ
マ
チ
の
疑
い
も
な
く
、
逆
に

関
節
に
石
灰
化
が
見
つ
か
っ
た
場
合
偽
痛
風

が
疑
わ
れ
、
最
終
的
に
関
節
の
液
体
内
に
先

ほ
ど
の
ピ
ロ
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
発
見
さ

れ
る
と
診
断
確
定
と
な
り
ま
す
。

　
治
療
と
し
て
は
、
痛
風
の
場
合
だ
と
痛
み

や
炎
症
が
治
ま
る
ま
で
は
消
炎
鎮
痛
剤
が

処
方
さ
れ
、
そ
の
後
尿
酸
値
を
下
げ
る
薬
が

使
用
さ
れ
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
尿
酸
値
を
上

げ
て
し
ま
う
原
因
と
な
る
プ
リ
ン
体
を
多
く

含
む
、
ビ
ー
ル
や
食
品
な
ど
は
徹
底
的
に
制

限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
比
べ
て
偽
痛
風
の
治
療
は
、
こ
れ

と
言
っ
て
確
立
し
て
い
な
い
の
が
現
実
の
よ

う
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の
結
晶
を
患
部
か
ら

取
り
除
く
薬
や
方
法
が
無
い
た
め
、
関
節
に

溜
ま
る
液
体
を
注
射
で
抜
い
た
り
、
抗
炎
症

薬
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
に
は
、本
来
は
胃
薬
な
の
で
す
が
、

関
節
内
の
石
灰
を
溶
か
す
効
果
が
あ
る
薬

が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
基
本
は
患

部
の
安
静
を
保
ち
痛
み
が
治
ま
る
の
を
待
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
他
の
病
気
の
可
能
性

も
あ
る
の
で
早
目
に
整
形
外
科
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

問
大
任
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
41
・
８
０
６
０

　
今
月
号
は
、
柿
原
橋
に
つ
い
て
で
す
。

　

大
任
町
は
、
町
の
中
央
部
を
南
か
ら

北
へ
彦
山
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
東
西
の

往
来
は
、
川
を
渡
る
た
め
に
橋
が
必
要

で
、
町
内
に
は
８
つ
の
橋
が
架
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
町
内
の
橋
に
つ
い
て
は
、
明
治

の
終
わ
り
ご
ろ
に
、
今
任
、
柿
原
、
梅

田
に
最
初
の
木
製
の
橋
が
架
け
ら
れ
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
橋
は
、

大
正
12
年（
１
９
２
３
）の
大
水
害
で
流

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
唯
一
残
っ
た
の

は
、
大
峰
三
坑（
ゴ
ル
フ
場
付
近
に
あ
っ

た
炭
坑
）の
運
炭
線（
石
炭
運
搬
用
の
線

路
）の
鉄
橋
で
、
小
学
生
が
先
生
の
監
視

付
き
で
渡
っ
た
こ
と
が
、
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
柿
原
橋
は
、
昭
和
５
年

に
、
水
害
で
も
流
さ
れ
な
い
橋
を
と
い
う

こ
と
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
橋
に
架
け

替
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
橋
は
、
昭
和

44
年
に
彦
山
川
堤
防
改
修
工
事
に
よ
っ
て

新
し
く
架
け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和

５
年
当
時
の
橋
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

柿
原
橋
の
写
真
は
、
町
民
の
方
か
ら

ご
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
家
に
昔

の
資
料
が
あ
る
か
ら
見
に
来
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
で
、
そ
の
際
、
偶
然
担
当
者
が
見

つ
け
た
も
の
で
す
。

　

初
め
は
、
以
前
ご
提
供
い
た
だ
い
た

梅
田
橋
の
も
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
よ

町
内
の
橋
③（
柿
原
橋
）

第 120 話

▶ 

現
在
の
柿
原
橋

◀
柿
原
橋
渡
橋
式
の
様
子（
昭
和
５
年
）

く
見
る
と
柿
原
橋
の
も
の
で
し
た
。
左
上

の
ス
タ
ン
プ
か
ら
、
大
任
村
が
昭
和
５

年
５
月
30
日
に
開
催
し
た
渡
橋
式
の
記

念
写
真
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
神
主
を

先
頭
に
３
組
の
高
齢
の
ご
夫
婦
、
そ
の

後
に
参
会
者
が
渡
り
初
め
を
行
っ
た
よ

う
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
写
真
の
お
か
げ
で
、
当
時

の
資
料
が
残
っ
て
い
な
く
て
、
不
明
だ
っ

た
梅
田
橋
、
柿
原
橋
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
架

け
替
え
ら
れ
、
同
じ
日
に
渡
橋
式
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。今
と
違
っ

て
当
時
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
写
真
を
撮
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
写
真
か
ら
は
、
当
時
の
人
々
の
服

装
も
分
か
り
、
非
常
に
貴
重
で
す
。

　

最
後
に
お
願
い
で
す
。
今
任
橋
も
昭

和
４
年
に
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
写
真
を

お
持
ち
の
方
は
、
ふ
る
さ
と
館
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

▶
架
け
替
え
中
の
柿
原
橋（
昭
和
44
年
）奥
が
現
在
の
橋

No.40

●種　属　�リュウゼツラン亜科リュウゼツラン属
●原産地　�メキシコ
●特　徴　�花弁の先端が少し開き、おしべとめしべ

が突出。黄色がおしべ、先端が丸く白い
のがめしべ。30 ～ 50 年に一度限り開花。

問ふるさと館おおとう　☎ 41 ・2055

白し
ら

糸い
と

の
王お

う

妃ひ

錦
に
し
き

　大任町に住民票のある人で、通知カードをまだ受け
取っていない人は、住民課 戸籍係で通知カードをお預
かりしています。本人確認書類（免許証など）をお持ち
のうえ、早めにお越しください。
　また、申請者には個人番号カードが交付されます。
準備ができた人から順に案内ハガキを送付します。個
人番号カードの発行を希望される人は、通知カードに
同封された申請書及び案内文をご確認ください。
通知カードについて
住民課戸籍係　☎６３・３００３
マイナンバー制度全般
☎０５７０・９５・０１７８
平日　   ９：30 ～ 22：00
土日祝　９：30 ～ 17：30

（年末年始12月29日～ 1月3日を除く）

受け取りはお済みですか

帰宅したら、うがい手洗いを必ずしましょう。
いきいき
国保

ここ数年で流行件数が増え続けている嘔
おう

吐
と

下
げ

痢
り

症
しょう

嘔
お う

吐
と

下痢
症と

は、ロタウイル
スやアデノウイ
ルス、ノロウイ
ルスなどのウイ
ルスが口に入っ
て胃腸に感染し
て引き起こされる急性胃腸炎です。
　乳幼児や高齢者が感染すると重症化
することがあるので注意が必要です。

原因としては？
　最も代表的なのは、ロタウイルスで
冬場によく流行します。ノロウイルス
は、ここ数年で流行件数が増え続けて
います。

症状としては？
　主な症状としては、吐き気、嘔吐、
下痢および腹痛で、すべての年齢に発
症します。
　潜伏期間は12 ～ 48時間です。嘔
吐が症状のはじまりである場合が多

く、次第に下痢の回数が多くなり、熱、
せき、鼻水などの症状が一緒にみられ
ることがありますが、およそ１週間ほ
どで改善されてきます。
　また、合併症として、脱水症状をお
こすことがあります。尿が出ないとき
などは、すぐに医師に相談しましょう。

治療としては？
●�嘔吐、下痢が続いている間は？
　とにかく安静
にして体を休め
ます。嘔吐が激
しい間は、内服
薬を飲んでもす
ぐに吐いてしま
うので、嘔吐がおさまるのを待ちます。
　しかし、水分を十分に取れない場合
や脱水症状を起こしているときは、点
滴や内服薬を処方することもあります。
●嘔吐、下痢が少し落ち着いてきたら？
　水分を少しずつ飲み始めます。イオ
ン飲料を半分程度に薄めたものや番
茶、お湯などは大丈夫です。

　おかゆ、軟らかく煮たうどん、野菜
（かぼちゃ、大根）などの消化のよい
ものを少しずつ食べ始めます。弱った
胃腸を少しの間休ませてあげるような
気持ちで、少しずつ元の食事状態へ戻
していきましょう。

予防としては？
●外出後は必ず
うがい、手洗い
をしましょう。
●排せつ物に触
れたときは、特
によく手を洗い
ましょう。
　ロタウイルスやノロウイルスは１度
かかったからといって免疫がつくこと
はなく、何度もかかることもあります。
　発症した人の嘔吐物や衣料からも
接触感染する可能性もありますので、
しばらくの間はタオルなどの共有を避
けましょう。

問住民課 国保係　☎63・3004
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２月の休室日
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29

問OTOレインボーホール
☎63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

DVD
●図書館戦争 BOOK OF MEMORIES　岡田准一 など　出演
●シンデレラ　　　　　　　　リリー・ジェームズ など　出演
●オーシャンズ　　　　　　　　　　　宮沢りえ など　出演
●ディズニー・ショートフィルム・コレクション　ディズニー　出演
CD
● Secret Collection ~GREEN~ 　　　　　　　　　　　　　　　　　西野カナ
●ハジベスト。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハジ→
●関ジャニ∞の元気が出る CD!!　　　　　　　　　関ジャニ∞

※３月４日金まで休室

一般書
●ウォーク・イン・クローゼット　　　　　　　綿矢 りさ　著
● OPERA　　　　　　　　　　　　　　　OKAMOTO'S　著
●人魚の眠る家　　　　　　　　　　　　　　東野 圭吾　著

児童書
●すぐ読める! 名探偵ホームズの謎解き　アーサー・コナン・ドイル愛好会　著
●人体　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部 和厚　監修
●ちいさなちいさな ひみつのたから　　　　　さかいさちえ　著

　平成28年（2016年）がスタートしました。
　本年度締めくくりの３学期が始まり、各学年ごとにまと
めの勉強や体力作りを頑張らせていきたいと思います。３
学期はあっと言う間に終わりますが、「進級」や「卒業」に
向けての大切な時期でもあります。特に、６年生はいよい
よ『卒業』に向けて、小学校でのまとめの学習と中学生に
なる心構えを作っていく重要な時期です。自分の目標を
もって進んで努力していくことはもちろん、一つ一つのす
べきことを最後まであきらめずにコツコツと前進させる気
持ちにしながら、小学校生活最後の短い３学期を送らせた
いと思います。
　担任の安川先生の指導の下、今任小学校の『顔』として
全校をしっかりと引っ張ってくれている６年生の子どもた
ちに、「基礎・基本の学力、思いやり・譲り合いの温かい
心、すぐにあきらめず失敗を恐れずに最後までやりぬく強
い忍耐力・努力心」などを身につけさせて卒業させられる
よう、今年も本校教職員一丸となって本校教行くにまい進
していく所存です。

「夢はみるものではなく、努力して
手に入れるものです」

自分の「夢」に向かって一歩一歩努力と前進を！

問教育委員会 教育課 学校教育係　☎63・3110

本年度締めくくりの３学期

教 育 信通 今 校学任 小

▲小学校生活最後の３学期を迎えた今任小６年生の仲間

　3月に誕生日を迎える
３歳までのお子さんの写
真を募集します。次回の
締め切りは２月12日金
です。
問総務企画財政課 広報係
☎63・3000

vol .109 

▼野鳥の保護を通じて野生動物や環境を守ります

野鳥や自然を大切に思う心を伝えます
　「野鳥観察は、識別や写真撮影、ビデオ撮影、声の録 
音などいろいろな楽しみ方ができることが魅力です」と
話してくれた木村さん。
　木村さんは現在日本野鳥の会筑豊支部と筑豊博物研 
究会に所属しています。もともと恐竜に興味があり、
恐竜が鳥に進化したという説に興味をもち、野鳥の会
に入会。初めて参加した英彦山での探鳥会でクマタカ
を見て、その勇姿に感動しドンドンのめり込んでいっ
たそうです。「2002年には世界的に珍しいコウライア
イサを大任町の彦山川で発見
したんですよ」。
　木村さんは平成16年発行
の大任町誌「ふるさと大任」
上巻の鳥類を担当し、町内で
観察した約70 種の鳥の絵を
葦
あし

ペンで描きました。また、福岡県の希少野生生物の
鳥類委員となり、保護にも目を向けています。
　現在は筑紫野市竜岩自然の家で5月から２月の第4 
日曜日に野鳥観察会を行っています。また、約1年半
前から西日本新聞筑豊版に毎週木曜日連載中の「ウオッ
チング～筑豊の生き物図鑑～」で鳥類を執筆していま
す。わたしも拝見しましたが鳥のことがよく分かり、
とても鳥に興味がでる内容でした。皆さんもぜひ見て
みてください。

木
き

 村
む ら

　直
な お

 喜
き

さん （柿原）

クローズ・アップ

−Wild Bird Society of Japan− vol .113

◀
ク
マ
タ
カ/

（
葦
ペ
ン
画
）
木
村
直
喜
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故     ８件（90 件）
●人身事故     ２件（40 件）
●死亡者数     ０件（  ０件）
●負傷者数     ３件（56 件 ）

（　）内は平成 27 年の累計

交通事故発生状況（12 月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

筑豊自動車運転免許試験場および交通反
則通告センター筑豊支所の移転
●移転日：３月１日火　８時30分（予定）
●新移転場所：飯塚市鶴三緒1518 ｰ 1

町内犯罪発生状況（12 月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい １件

空き巣・忍び込みなど ２件

　昨年12月にレインボーホールで行われた「第28回少年の主張
大会」。この主張大会の中で「本気で取り組むこと」を発表した今任
小学校６年生の藤本夢蘭さんが、大任町の代表として赤村住民セン
ターで行われる「第22回少年の主張大会田川地区大会」で発表しま
す。
■とき　２月14日日
　　　　受付：９時30分～　開会：10時～
■ところ　赤村住民センター

問大任町教育委員会 社会教育係　☎ 63・3110

第28回少年の主張
田川地区大会開催のお知らせ

２月 14 日日　赤村住民センターで開催

（平成 27 年 12 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,836 人（＋９）    669 人（＋２） 2,505 人（＋ 11）
女 1,803 人（＋３） 1,068 人（±０） 2,871 人（＋３）
計 3,639 人（＋ 12） 1,737 人（＋２） 5,376 人（＋ 14）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,505 世帯（＋４）

◆
今
月
の
表
紙

　

1
月
17
日
、
大
任
町
消
防
団
出
初
式

で
第
３
分
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
。
見

事
に
成
功
し
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

★
ド
タ
バ
タ
編
集
室

▼
成
人
式
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

キ
レ
イ
な
振
り
袖
姿
。
わ
た
し
は
つ
い
最

近
成
人
式
だ
っ
た
よ
う
な
・
・
・
。（
笑
）

▼
大
任
町
消
防
団
の
出
初
式
に
行
っ
て

来
ま
し
た
。
迫
力
の
あ
る
行
進
や
第
3

分
団
の
ポ
ン
プ
操
法
。
消
防
団
の
皆
さ

ん
、寒
い
中
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。【
奈
央
】

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●添田町たこあげ大会【そえだサン・スポーツランド】

　�２月11日㊗　13時～
　参加資格�：個人・団体ともに自作のたこに限る
　※�町内外は問いません。受付は当日、会場で行います。

　問添田町教育委員会 社会教育課生涯教育係

　☎82・5964

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp/）

●ふる里かわら梅まつり【神宮院・高座石寺】

　�３月６日日　10時～ 14時
　内容�：護摩焚き、写真撮影会、民踊など
　※�会場には駐車場がありません。香春町役場駐車場

からシャトルバスを運行します。（９時15分から15

分間隔で運行）

　問香春町観光協会　☎85・8035

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●�第６回田川市 上伊田 中央 弓削田 隣保館合同文化祭

　【田川文化センター・田川青少年文化ホール】

　�２月27日土～ 28日日　
　内容�：27日土　作品展示　10時～ 15時
　　　 28日日　開会式　９時 30分～
　　　 ミニ講演会　10時～
　　　 舞台発表　10時 30分～
　　　 作品展示　９時３０分～ 15時
　問�田川市人権・同和対策課　☎44・2000

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）

●上野焼バレンタインちょこ販売【上野焼陶芸館】

　�２月１日月～２月１４日日
　価格�：上野焼ちょこ
　　　１個　1,080円
　問上野焼協同組合

　☎28・5 8 6 4

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

田川市郡のイベント情報

 ２月行事予定表  如月
日 月 火 水 木 金 土

31 １ サイバーセキュリティの日 ２ ３ 節分 ４ 立春 ５ ６
町県民税
第４期納期限
アビスパ福岡来校

【大任小 10時20分
〜 11時30分】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時30分】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的 13時30分
〜 14時30分】

心配ごと相談
(人権 ･行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

町内小学校
入学説明会

【今任小ランチルーム 
13時50分～ 14時45分
大任小図書室 

14時〜 15時】

７ 北方領土の日 ８ 事始め ９ 10 11 建国記念の日 12 13
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

14 15 16 17 18 19 雨水 20 旅券の日

少年の主張
田川地区大会

【赤村住民センター
 開会：10時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児

対象者個別通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時30分】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

21 22 23 24 25 飲酒運転撲滅の日 26 27
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

６年生を送る会
【今任小体育館
 9時30分～ 11時30分
大任小体育館 

９時〜 11時】

28 29 １ ２ ３ ４ 場 所
おおとうマラソン
申込み締切

アビスパ福岡来校
【大任中 14時30分〜】

【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館

15日月～ 17日水
大任中３年期末考査

３月６日日
確定申告日曜受付

多目的ホール　９時30分～ 16時

所得税・住民税
確定申告受付開始
２月16日火～３月15日火

９時30分～ 16時
多目的ホール・税務課

農業所得収支受付
17日水・18日木

９時～ 15時
田川農協大任支所

※大行事と今任原で日付を
分けていません

24日水～ 26日金
大任中１・２年期末考査
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「おばあちゃんから教えてもらったこと」

今任小５年　上
うえはら

原 悠
ゆうせい

生さん

「スポーツから学んだこと」

大任小５年　木
きもと

本 百
ももか

萌佳さん

「本気で取り組むこと」

今任小６年　藤
ふじもと

本 夢
むらん

蘭さん

「この声がかれるくらいに」

大任小６年　森
もりかわ

川 綺
きらら

星さん

「いのちの差なんてない」

大任中１年　藤
ふじもと

本 湖
こはる

春さん

「私が気付いた責任感」

大任中１年　木
きもと

本 心
ここな

菜さん

「命の重さ」

大任中２年　坂
さかき

木 勇
ゆうた

大さん

「なぜ、勉強しなければならないのか」

大任中２年　寺
てらど

戸 天
あまみ

海さん

第 28 回少年の主張大会

　命の大切さ、人権問題、地球環境、将来の夢ー。
　12 月５日、レインボーホールで少年の主張大会が
開催されました。大会では、町内の小中学校から選
ばれた次世代を担う８人の子どもたちが、その胸の
思いを檀上で堂々と発表しました。
　この日発表を行った８人を代表して、藤本 夢蘭さ
ん（今任小６年）が２月 14 日に赤村で開催される「少
年の主張」田川地区大会に出場します。

明るい未来をつくるため

ケ
ガ
の
た
め
欠
席

小さなことから大きなことまで　まちのあれこれHOTNEWSおおとう
　　議会報告

2015

12
笑顔のたえない町をめざして

平成 27 年 12 月定例会が 12 月２日から４日までの３日間の日程で開会されましたの
で、その審議内容と結果をご報告いたします。

記
 12 月２日　議会本会議（出席者 11 名、欠席者０名）
　　　　　 （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　　  ２日　�地域振興常任委員会（平成 27 年度大任町国民健康保険事業特別会計

補正予算について等の審査）
　　  ３日　�総務常任委員会（大任町税条例等の一部を改正する条例について等の

審査）
　　  ４日　議会本会議（出席者 11 名、欠席者０名）
　　　　　 （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

議 会 本 会 議
２日開会（審議経過）

本会議初日
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地域振興常任委員会
２日開会（審査経過）

審
査
内
容

・
議
案
第
36
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　

そ
の
内
容
は
、
既
定
の
事
業

勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
歳
入
歳
出
１
百
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

９
億
５
千
４
百
96
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
奥
永
委
員　

一
般
会
計
か
ら
国
保

特
別
会
計
に
繰
入
金
の
内
容
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
住
民
課
長　

国
民
健
康
保
険
事

業
と
い
う
特
別
会
計
に
は
国
民
健
康

保
険
税
と
国
・
県
等
の
補
助
金
、
交

付
金
と
町
か
ら
の
繰
入
金
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
し
て
も
間
に
合
わ
な
い
分

を
補
足
す
る
に
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
と
言
う
事
で
、
今
回
共
済
費
で

す
の
で
、
補
正
予
算
計
上
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

○
奥
永
委
員　

企
業
で
あ
っ
て
、
独

立
採
算
性
と
い
う
特
別
会
計
に
な
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
自
分
の
と
こ
の
入

に
よ
っ
て
自
分
の
と
こ
ろ
が
せ
な
い

か
ん
と
言
う
の
が
建
前
と
思
う
。
今

言
う
よ
う
に
一
般
会
計
が
繰
り
入
れ

て
も
い
い
と
言
う
約
束
事
が
あ
れ
ば

良
い
け
ど
、
一
つ
の
企
業
だ
か
ら
徴

収
を
頑
張
る
と
か
に
な
ら
な
い
と
お

か
し
い
と
思
う
。

○
住
民
課
長　

保
険
事
業
の
総
額
が

あ
り
ま
し
て
、
医
療
費
が
か
か
り
ま

す
。
今
の
状
況
の
中
で
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
や
交
付
金
、
繰
入
金
、
保

険
税
と
言
う
形
の
中
で
運
営
し
て
い

る
と
言
う
の
が
ご
理
解
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

担
当
課
長
が
言
わ
れ

て
い
る
意
味
は
分
か
る
け
ど
、
徴
収
の

方
を
少
し
で
も
努
力
し
て
頂
き
た
い
。

○
丹
村
委
員　

特
別
会
計
は
特
別
会

計
の
予
算
の
範
囲
内
で
行
い
、
予
算

が
不
足
し
た
ら
徴
収
な
ど
で
補
て
ん

出
来
な
い
の
か
と
思
う
。
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
す
る
場
合
は
、
十
分

説
明
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
質
疑
終
了
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
37
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
水
道
事
業

●
委
員
長

　
　
坂
本　
年
行

●
副
委
員
長

　
　
次
谷　
隆
澄

●
委　
員

　
　
奥
永　
明
正

●
委　
員

　
　
丹
村　
咲
男

●
委　
員

　
　
毛
利　
英
文

地域振興常任委員会

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
７
番
議
員　

坂
本
年
行
君
、

８
番
議
員　

毛
利
英
文
君
を
指
名
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

(

全
員
異
議
な
し
で
、
12
月
２
日
か

ら
４
日
ま
で
の
３
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定)

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
書
並
び
に
陳
情
書
関
係

請
願
書
、
陳
情
書
及
び
一
般
質
問
の

提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
、
系
統
議
長
会
関
係

○
10
月
27
日
「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
理
事
会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
理
事
会
監
事
の
選

出
。
部
会
委
員
の
指
名
外
７
件
の
協

議
事
項
を
審
議
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

○
11
月
５
日　

田
川
郡
町
村
議
会
議

長
会
主
催
に
よ
る
、
田
川
郡
町
村
議

会
議
員
の
研
修
会
が
、
糸
田
町
文
化

会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、「
人
口
減
少
問
題

と
地
方
創
生
を
考
え
る
た
め
の
視

点
」
を
テ
ー
マ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事

の
坂
本
誠
氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、

現
在
の
人
口
減
少
問
題
や
地
方
創
生

の
流
れ
、
今
後
の
政
局
展
望
を
分
か

り
や
す
く
独
自
の
視
点
で
お
話
し
し

て
頂
い
た
研
修
会
で
あ
り
ま
し
た
。

○
11
月
11
日
「
第
59
回
町
村
議
会
議

長
全
国
大
会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、「
真
の
分
権
型
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
」
迅
速
な
対

応
に
よ
り
本
格
的
な
東
日
本
大
震

災
の
復
興
を
加
速
化
さ
せ
る
と
と
も

に
、
地
方
の
人
口
減
少
の
克
服
と
地

方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
、
町
村
の

自
治
能
力
を
高
め
、
都
市
と
農
村
漁

村
が
「
共
生
」
し
う
る
社
会
を
強
力

に
進
め
て
行
く
事
を
宣
言
し
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
大
規
模
災

害
対
策
の
確
立
に
関
す
る
特
別
決
議

外
16
件
の
協
議
事
項
を
決
議
し
閉
会

し
ま
し
た
。

○
11
月
24
日
「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
理
事
会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
28
年
度
福
岡

県
町
村
議
会
議
長
会
会
費
の
賦
課
方

法
外
３
件
の
報
告
事
項
及
び
全
国
町

村
議
会
議
長
会
表
彰
自
治
功
労
者
に

つ
い
て
、
外
１
件
の
協
議
事
項
を
審

議
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

〇
11
月
27
日「
町
村
議
会
議
長
会
議
」

出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
26
年
度
田
川

郡
町
村
議
会
議
長
会
歳
入
歳
出
決
算

の
承
認
。
平
成
27
年
度
田
川
郡
町
村

議
会
議
長
会
歳
入
歳
出
補
正
予
算
。

平
成
28
年
度
田
川
郡
町
村
議
会
議
長

会
歳
入
歳
出
予
算
案
を
審
議
、
承
認

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
議
長
報
告
で
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
（
委
員
長　

松
下
太
）

○
12
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議
会

運
営
委
員
会
の
報
告
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
今
定
例
会
の
会

期
に
つ
い
て
は
、
議
長
の
提
案
ど
お

り
12
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
３
日

間
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
回
の
提
出
議
案
は
、
議

案
第
31
号
「
大
任
町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
か

ら
議
案
第
37
号
「
平
成
27
年
度
大

任
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
」
ま
で
の
７
議
案
に
つ
い
て
は
、

各
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
回
、
請
願
書
、
陳
情
書

及
び
一
般
質
問
の
提
出
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

日
程
第
４
～
日
程
第
10

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

　

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
31
号

　

大
任
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
32
号

　

大
任
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
33
号

　

大
任
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
34
号

　

大
任
町
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
35
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
36
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

・
議
案
第
37
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て
終

了
致
し
ま
し
た
。
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審
査
内
容

・
議
案
第
31
号

　

大
任
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
地
方
税
法
に
お
け

る
猶
予
制
度
の
見
直
し
等
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

○
松
下
委
員　

滞
納
額
が
１
０
０
万

円
以
上
の
件
数
と
総
額
は
ど
の
位
あ

り
ま
す
か
。

○
税
務
課
係　

総
額
で
２
千
３
百
万

円
弱
で
す
。

（
質
疑
終
了
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
32
号

　

大
任
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

そ
の
内
容
は
、
職
員
の
給
与
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
33
号

　

大
任
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
時
間
外
勤
務
代
休

時
間
制
度
を
導
入
し
、
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
34
号

　

大
任
町
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
町
税
徴
収
業
務
に

従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を

廃
止
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
35
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
２
億
３
百
７
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

48
億
４
千
２
百
20
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

○
松
下
委
員　

ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
の

工
事
は
あ
と
ど
こ
を
し
ま
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

ド
ッ
グ
ラ

ン
施
設
の
門
扉
と
人
工
張
芝
を
し
ま

す
。

○
松
下
委
員　

物
産
館
整
備
事
業
を

詳
し
く
説
明
し
て
下
さ
い
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

物
見
や
ぐ

ら
の
設
置
と
農
道
の
拡
幅
工
事
で
す

（
質
疑
終
了
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
地
域
振
興
常

任
委
員
会
と
同
じ
で
す
の
で
19
ぺ
ー

ジ
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
永
原
委
員　

９
月
議
会
で
学
校
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
お
願
い
し
ま

し
た
が
、
生
徒
が
落
ち
着
い
て
い
る

の
で
、
必
要
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
父
兄
か
ら
苦
情
が
あ
っ
て
事
件

事
故
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
間
に
合
わ

な
い
の
で
、
早
急
に
つ
け
て
ほ
し
い

と
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

○
教
育
長　

前
回
は
議
員
さ
ん
か

ら
の
お
願
い
で
、
校
長
会
で
検
討
し

て
、
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し

た
が
、
保
護
者
か
ら
そ
の
よ
う
な
意

見
が
あ
る
の
で
は
再
度
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
松
下
委
員　

防
犯
カ
メ
ラ
は
事
件

が
あ
っ
た
後
に
犯
人
を
捜
す
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
防
犯
抑
制
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
何
か
が
起
こ
っ
た
後

で
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。

○
教
育
長　

校
舎
の
出
入
り
口
に
つ
け

る
こ
と
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
永
原
委
員　

税
の
督
促
状
は
ど
の

よ
う
な
時
に
出
し
ま
す
か
。

○
税
務
課
長　

納
期
が
終
っ
て
２
０

日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
す
る
よ
う

に
地
方
税
法
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
松
下
委
員　

職
員
が
花
壇
の
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
窓
口
業
務
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

そ
の
内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び

支
出
の
予
定
額
に
、
収
益
的
収
入
及

び
支
出
そ
れ
ぞ
れ
４
百
50
万
円
を
追

加
し
、
収
入
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ

ぞ
れ
１
億
６
千
６
百
94
万
円
と
定
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
課
か
ら
、
大
任
町
消
防
団
出

初
式
の
日
程
。
地
方
創
生
大
任
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合
戦
略
策
定
の
進

捗
状
況
報
告
。

※
教
育
課
か
ら
、成
人
式
の
日
程
報
告
。

※
議
会
事
務
局
か
ら
、
議
会
初
寄
り

の
日
程
報
告
。

質
疑
＆
回
答

○
奥
永
委
員　

築
30
年
過
ぎ
た
大

任
交
通
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
、
い
つ

行
い
ま
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

過
疎
対
策

事
業
で
平
成
28
年
度
以
降
に
整
備
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

町
道
桑
原
・
上
今
任

線
の
上
今
任
か
ら
峰
間
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
要
望
を
上
今
任
区
が
お
願

い
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
が

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

交
通
安
全

対
策
交
付
金
で
平
成
28
年
度
か
ら
順

次
計
画
に
よ
り
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

○
奥
永
委
員　

桜
街
道
を
始
め
大
任

町
に
は
花
壇
が
あ
り
ま
す
。
小
中
学

生
の
名
札
を
付
け
て
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
管
理
が
行
き
届
い
て
無

い
よ
う
に
見
え
ま
す
。
委
員
会
を
立

ち
上
げ
維
持
管
理
の
組
織
を
作
っ
て

は
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

12
月
17
日

に
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
、
教

育
長
、
教
育
課
長
、
担
当
者
と
協
議

し
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

花
い
っ
ぱ
い
は
町
全

体
で
行
う
の
で
、
区
長
会
や
老
人
会

な
ど
い
ろ
ん
な
組
織
を
集
め
て
管
理

を
行
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
。

○
丹
村
委
員　

役
場
の
前
の
農
道
の

水
路
の
水
位
が
道
路
ス
レ
ス
レ
ま
で

上
が
っ
て
い
る
。
通
学
路
に
な
っ
て

い
る
の
で
危
険
で
す
。

○
永
原
町
長　

柿
原
区
が
堰
の
管
理

を
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
水
位
が

下
げ
ら
れ
る
よ
う
協
議
し
た
い
。

○
丹
村
委
員　

コ
ッ
プ
２
１
で
世
界

中
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
温
暖
化
の
影
響
で
想
定
外
の

災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
石
油
か
ら

電
気
そ
し
て
水
素
へ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

20
年
後
に
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
将
来
的
に
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

○
永
原
町
長　

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
都
市
部
か
ら
設
置
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
本
町
に
お
い
て
将
来
的
に

ど
の
位
の
需
要
が
あ
り
、
ま
た
設
置

に
補
助
金
が
１
０
０
％
付
く
と
か
、

維
持
管
理
費
を
ど
う
す
る
か
と
言
う

問
題
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
電
気
自

動
車
の
充
電
設
備
は
、
来
年
度
道
の

駅
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

以
上
で
、
地
域
振
興
常
任
委
員
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

総務常任委員会

総務常任委員会
３日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
佐
々
木　
次
男

●
副
委
員
長

　
　
永
原　
髙
文

●
委　
員

　
　
田
中　
良
幸

●
委　
員

　
　
松
下　
太

●
委　
員

　
　
宮
本　
孝
一
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議会からのお知らせ

　

議
会
で
は
皆
様
方
の

生
活
に
直
結
す
る
予
算

等
が
審
議
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
多
く
の
方
々
に

議
会
審
議
を
傍
聴
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定
例

会
は
平
成
28
年
3
月
の

予
定
で
す
。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

佐
々
木
次
男

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

次
谷　

隆
澄

編集委員会

各
日
程
第
１
～
日
程
第
７

議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　

12
月
２
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
議
案
第
31
号
か
ら
議
案
第

35
号
の
５
議
案
に
つ
い
て
、
12
月
３

日
午
前
10
時
か
ら
総
務
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、慎
重
審
議
し
た
結
果
、

委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
５
議
案
を

全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定

し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

議 会 本 会 議
４日開会（審議経過）

本会議最終日

　

12
月
２
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
議
案
第
36
号
か
ら
議
案
第

37
号
の
２
議
案
に
つ
い
て
、
12
月
２

日
午
前
11
時
か
ら
地
域
振
興
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
慎
重
審
議
し
た
結

果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
２
議

案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と

決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
31
号

　

大
任
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
32
号

　

大
任
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
33
号

　

大
任
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
34
号 

　

大
任
町
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
35
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
36
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

・
議
案
第
37
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

(

以
上
７
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決)

　

以
上
で
平
成
27
年
第
５
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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